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学習者から見た英語辞書

曇鑿 投野由紀夫
●

お世話になりっぱなしである。米国でも徐々に

EFLLeamers，dictionaryという言葉がstatusを

得て来ており、NationalTextbookCompanyの

一連の辞書などは米国がこのマーケットに参戦し

てくる気配を感じさせる。

危うし日本１Ａc吻ｑ２０７の攻勢の次はＣＯ－

ＢＵＩＬＤやLongｍａｎがcorpusを公開し日本

が全く再起不能になるような壮大な計画をもくる

みている。Internetが利用可能になれば辞書製作

は革命的に変わるだろう。日本の旧態依然たる辞

書編集完全密室主義では敗北は免れ得ない！がん

ばれ日本！

1．「英語辞書王国」日本

すごし､タイトルで書きはじめているが、実際こ

れはまんざらウソではない。日本は現在英語辞書

の出版に関しては世界的なレベルにあると言えよ

う。出版社の数、辞書の種類、内容、発行部数

．．、どれをとっても日本くらい英語辞書を作って

商売になっている国は世界でも稀である。

そのことは世界も知っている。特に学習辞典の

開発で１５年ほど前から徐々に競争が激しくなっ

ている英国では日本を含むアジア圏をターゲット

にした学習辞書のマーケットが大きく拡大してい

る。この専門用語で言えばL2Lexicographyの

分野がこの１０年間で飛躍的に伸びたのはひとえ

に経済大国日本のおかげといっても過言ではなか
った。

3．完全に忘れ去られたユーザー達

待て待て。あんまり熱くなってはならない。実

はこのような図式を見ていると辞書好きな私は胸

が熱くなってしまうのだが、一方メタ辞書学が専

門の私としては個人的な思い入れは極力排して、

このことを言っておかねばならない。すなわち今

までの話は100％出版社主導であって100％ユ

ーザー不在である、という点である。

以前も書いたことがあるが、辞書は元来「権

威」の衣を来ているので、出たら出っぱなしで誰

も細かく批判してくれない。岩崎研究会のような

頭脳集団でもなければまともな批判は出来ないと

思われているのである。そのせいか辞書は商品で

あるのに、ほとんどマーケットリサーチが行なわ

れない(それでいて良く売れる)珍しい代物なので
ある。

しかし言語学的な見地から言葉を正確に記録す

るという趣旨の辞脅；(例えばＯＥＤのような)なら

ば一部の学者先生の達見で作る、それでもよかろ

うが、こと「学習辞典」に関する限り話は別であ

る。「記述の正確さ」という基準以外に「ユーザ

ーのニーズやスキルを考慮しているか」という別

2．加熱する「学習辞典戦争」

もともとは欧米の辞書の引き写しだった日本の

辞書作りも、古くは斎藤秀三郎あたりが、そして

昭和に入っては岩崎民平以降着実に日本独自の

bilingualdictionaryの特徴を良く考えた作品が世
に送り出されていった。英国でＬＤＯＣＥが出た

のは1978年であるが、その当時の日本の英語学
習辞典の内容は研究社の『中英和』『ユニオン』

を筆頭に世界の学習辞典のお手本といえるような
素晴らしい出来であった。

ところがそのＬＤＯＣＥがＯＡＬＤに対抗して

発売されるや、日本力狂倒的にリードしていた学

習辞典の内容は徐々に彼らに研究され吸収されて

いく。最近ではＬｏ"gm4z〃Ｌα"gZ4a深AcZjUqZoγや

一連のＣＯＢＵＩＬＤの辞書群などはかつての日本

のお株を奪うような新しい辞書作りの工夫を重ね

ており、日本は逆に最近の中辞典レベルの製作現

場ではほとんどＬＤＯＣＥやＣＯＢＵＩＬＤなどに
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学習者中心の英語辞書論■

の基準が加わってくるからだ。

この点で現在のいわゆる「学習辞典」というの
はほとんどがえらい英語学や英語教育の先生方の

頭の中で「こうしたら便利だろう」と思う「思い

つき」によって作られているという域を出ていな

い。そして自分達の作った辞書が一体どのように

利用され、どの情報が役に立っているのか、と

言った市場動向はほとんど興味を持たれてい;ない

のだ。「それでも売れているからいいではないか」
という世界なのである。

このままでいけば日本の学習辞典は新しい辞典

を出す際に必ずそれ以前の辞典の特徴を全て網羅

し、かつ1,2個の新機軸を付け加えるという肥大

化の一途をたどり、そのうち情報量的にも提示方

法的にも行き詰まるようになるだろう。どれもほ

とんど同じような内容になり、競争力がなくなり

学習辞典市場は飽和状態になる。

それを防ぐためにもカヤの外だったユーザーに

光を当てなければならないのである。

合わせるという考え方もあるわけで、それではユ
ーザーのレベルとは何かというとこの辺のはっき
りしたデータは１０年ほど前は皆無に等しかった。
現在は米国、英国、ドイツ、フランス、オラン

ダ、南アフリカなどで特にユーザー研究を専門で
行なっている研究者がいる。私も数少ない１人で

ある。今まで無視されていたユーザーの動向に光

を当て、その情報をもとに辞書を見直す。次のセ
クションから少し具体的な事例を見ながら、この

分野の持つ意義をじっくり考えてみよう。

5.ユーザーはどのように辞書を引くのか？

辞書ユーザー研究には大きく分けるとニーズ分

析(needsanalysis）とスキル分析(sknlsanalysis）
があるが、ニーズ分析に関してはB6joint（1994：

l40fDを参照していただくことにして、ここでは

辞書ユーザーの検索ストラテジー（looLupstrat-

egies）に関して注目してみよう。

例えば手元の学習英和辞典を見てもそこにはさ

まざまな情報が盛り込まれている。

①［UIC]（可算/不可算名詞）

②語義説明（gloss）（例：channel（船が通れ

る)水路）

③［自］／[他］（自動詞、他動詞）

④選択制限（例：desire〈人＞がく物事＞を

［．．、することを]強く望む）

⑤連語情報(例：fire．．．[at,ｏｎ]）

⑥例文

英語学習者は英文を理解する時にこのような情報

をどのくらい利用するのであろうか？

具体例を見てみよう。仮に皆さんが次のような

文に遭遇したとしよう。

Ｉｂｅ伽CAeUlonmyphysicalcondition、

beduckedという語の意味を理解するのに、皆さ

んはどのような情報を頭に入れて辞書を引くだろ

うか？まずある程度の英語力があればbeducked

が主語Ｉの後ろにあり他に動詞がないことから推

測してこれを動詞であるという予想が出来るだろ

う。また実際に辞書を引く際にはbeduckedその

ものよりも‐ｅｄをはずした形（beduck）で引く方

が良いことも予測出来るだろう。

次に実際にこの単語を引いてみたところ、次の

ような訳語があったとする。

ｂｅduck［目］１喜ぶ

２心配する

4．辞書ユーザー研究最前線

実は日本よりもヨーロッパでは辞書ユーザーへ

の関心度は早くから高かった。日本にはまだ英語

辞書学会はないが、ヨーロッパでは１９８０年代始

めにEumpeanAssociationfbrLexicography

(EURALEX）が設立され、その初代の会長であ

るＲＲ.Ｋ､Hartmann(UniversityofExeter)は

ユーザー研究の推進者の１人である。またＯＡＬＤ

の編集主幹であるＡ,Ｐ・CowieやＬＤＯＣＥの編

纂のEditorialｔｅａｍに入っていたGabriele

Stein，PhnipScholfield，また１exicographerの

RobertllsonJanetWhitcutなどは皆ユーザー

研究に強い関心を持っている人達である。ＥＵＲ－

ＡＬＥＸでは早くからuserstudyと呼ばれる領

域が確立され、辞書の情報量の肥大化とユーザー

の消化不良が指摘され、辞書使用の実態調査の重

要性が叫ばれて来た（Cowiel983：136)。

読者の皆さんの中にはＬＤＯＣＥや日本の『ラ

イトハウス』などが辞書指導用のworkbookを一

緒に出していたのを入手した方もいるだろう。当

時は情報量を多くしていってユーザーをそのレベ

ルまで訓練する、という発想があの手のワークブ

ック作成のアイデアの元になっていたのである。

しかし一方で本当にuser-fiPiendlyな辞書を考え

ると辞書の情報提示の方法をユーザーのレベルに

11



■学習者中心の英語辞書論

言った積極的活用はほとんどしない。大体が自分
で文脈から合いそうな意味を辞書の１番目の語義
から当てはめていき、合っていればそれでおしま
いなのである。そして文法情報などは候補をはじ

くための否定情報として用いる。１番目になかっ

た時が大変で、多くのユーザーは例文があまりに
たくさんあると２番目以降の語義に行くことが面

倒くさくなってしまうという現象が見られた。
以上のような点から、読解に際して辞書を引く
際には文法情報などは比較的限定されたもので良
いこと、出来るだけ全体を見渡せるようなエ夫が

必要なことからＴｏｎｏ(1984)では当時まだあまり

学習英和辞書では利用されていなかったメニュー

方式を提唱するなど、いくつかの辞書の情報提示

上の工夫を試みた。

その後このメニュー方式は徐々にいろいろな辞

書に使われるようになった鰍の論文を読んでか

どうかは知らないが)。レイアウトや色刷りなど情

報の提示にも更なる工夫が凝らされた。しかし新

しいエ夫はその効果を検証される必要がある。私

は自分が推奨したメニュー形式の提示方法の効果

を調査してみることにした。

これだけではどちらの語義が正しいか文脈からは

判断出来ない。「体の調子がいいので喜ぶ」でも

｢体の調子を心配する」でも意味は通じるからだ。

しかし次のような情報が加わるとどうだろう。

ｂｅduck［自］１喜ぶ（for．．.）

２心配する（on．．．）

今度は先程の⑤の連語情報が与えられているの

で、この情報を活用できるユーザーは２の方をよ

り妥当な訳語として選択するはずである。

このような仕掛けをうまく使って辞書ユーザー

の情報の活用度の調査をしたのが、Ｔｏｎｏ（1984）
である。実は読者の皆さんはすでにお見通しだと

思うが、このｂｅduckという単語は人工語である。

上記のような複数の異なる情報を組み合わせてミ

ニ辞書を作成し、それを学習者に実際に使わせて

英文を日本語に訳す作業をさせ、情報の有無によ
って検索がどのように変化するかを実証的に見た

わけである。

以上の実験から分かった辞書検索プロセスの一

部を図１に示そう。一↓］ Ｎｏｌｅ：ｌｆｌｈｅｕｓｅｒｓｃ｢emoreskiIIedo

theymoynotIoｏｋｏｔｓｕｂ－ｅｎｌｒｉｅｓ

ｏｎｅｏｔｏｔｉｍｅＴｈeywouIdrother

sconthewholeentry．
6．新機軸は本当にユーザーの利益か？

現在かなりの英和辞典で採用されているメニュ

ー形式の効果を実験的に検証しようとしたのが、

Tbnｏ（1992）である。メニューを載せたものと載

せないものとの２種類のミニ英和辞典を作成し、

それを辞書の引く経験が確実に異なると思われる

2つの集団(中学３年と大学１年)に使用させてみ

て、辞書からの情報の引き出しやすさをテストし

てみた。その結果が次の表１である。

瘤Ｉ

｢W薊三繭ii;~|＝5-‐
γEＳＩ

匝

IStheuserheovilymeoning-dependent？

γ霞↓
、::三TR扇:雨后H1

工
雲 8％

YES J％ 00％

表１：情報のメニューによる検索効果

ここではっきり分かるのはメニューは中学３年

生には効果的だが、辞書を引き慣れた大学１年生

にはもうあまり関係がない、ということである。

この結果からもメニューが比較的初学者向けの辞

書に多用されるぺきであることが分かる。逆にあ

まり大学生や社会人対象の辞書にごてごてメニュ

ーを載せる必要はないのである。

図１Ｔｏｎｏ（1192）より

少なくともrecognitionレベルでは、上記の①～

⑥のような情報を活用して語義の特定をしてい

るユーザーは非常に少ない。例えば、この単語は

単数でａがないので不可算名詞の語義を見る、と
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学習者中心の英語辞書論■

以上のように学習辞典の世界にも科学的な探求
の成果が現れて来つつある。‘

るか注目されているのである。

以上のような最近の動向から次のﾎﾟｲﾝﾄが見
えてくる。

①日本の英語教育には英語に触れる総量をアッ

プする努力が必要

②マルチメディアで個人が英語に触れるモード

は砿実に増える

③基礎的な文法を終えれば後は個人で語彙習得
に励めばよい

④個人が生の英語に接する時に必要なのは自学

自習を助けるような辞書機能である

実際に英国などではSelfaccessという言葉が

buzzwordになっている。個人が自由に端末に来

て情報を引き出す時代なのである。そのモードが

英語であれば、辞書は絶対に必要だ。

「ALTがたくさん来ているからもっとoral

communicationを徹底させればいい」という方も

あろう。しかしいくらＡＬＴがたくさん来ても学

校内英語教育では時間的に絶対量が足りないので

ある。我々は学習者にもっと英語に自分で触れる
モードを提供していくように努力しなければなら

ない。

、動向調査→情報提示０

、のBi

と言った図式をもっと明確にしていくことによっ

て、もっとユーザーを意識した辞書作り、真に

user-fiPiendlyな辞書が出来ていくはずである。

7．辞書と第２言語習得の微妙な関係

読者諸兄の中には「このオーラルコミュニケー

ションの時代に辞書をちまちま引いていられる

か」と怒っておられる方もいるかもしれない。し

かし最近の第２言語習得の研究はいくつかの点

で、辞書を使って学習者が自学自習する世界の有

効性を指し示している。

まず第１に、言語の獲得はかなりの量のinput

を必要とするということである。日本の英語教育

がいつも心細いのは十分なinputがないからであ

る｡@日本のようにacquisition-poorな習得環境で
はいろいろ指導上の工夫はあろうが、まず英語に

接する機会を増やしてあげる工夫をしなければ始

まらない。

、第２に、最近の研究は人間は頭に既に文法を習

得するのを助けるようなメカニズムが入ってお

り、一定のデータに接することで頭の中の文法生

成メカニズムが作動して成人の文法を産み出して
くれるということを言っている。このメカニズム

がChomSkyらの言うUniversalGrammarであ

る。そして最近は文法の骨組みはこのＵＧのお

かげで比較的短期間に習得でき、言語習得のメイ

ン・ディッシュはむしろ語葉の獲得である、とい

う人力贈えて来ている。日本人の場合は既に母語

として日本語がある。習得のかなりの部分は日本

語の文法知識が助けてくれるはずであり、英語の

文法の骨組みを身に付けるのに実際に非常に時間

がかかっているのは文法なのではなく、語蘂習得

の面だということも出来よう。

第３に最近よく耳にするCALL,CAI，マルチ

メディアと言った分野の進出である。情報がこれ

だけ多様化し国や文化の垣根を越えてアクセス

可能になってくると当然世界共通にコミュニケー

ションする手段としての英語にフオーカスカ藻ま

る。英語教育にこのマルチメディアがどう乗っか

８．２１世紀の英語教育と辞書

現在私の周りでもやれマルチメディアだInter‐

netだとにわかに騒がしくなって来た。あと５年

もすれば２１世紀に突入する。私は今から日本の

出版社、特に辞書をやる会社の方は次のようなイ

メージを描きながら辞書製作をして欲しいと思っ

ている。

(1)学校英語教育の大きな２つの流れ：１つは

コンピューターによる自学自習モード。ここで生

徒達は文法の基礎的ドリルとたくさんの英文を読

んだり書いたりする作業をする。もう１つは教室

におけるＡＬＴとのinteractionだ。日本人教師

はこれらをcoordinateするtaskdesignerとな

る。

(2)学校外の英語教育はもっぱら自宅における

端末から呼び出される世界の情報を自分でｶﾛｴし

て行なうことになろう。英語学習に関するものは

例えば以下のようなモードを持つ。

ａ）一般の英語放送(ニュース、映画、ドラマ、

音楽など）

ｂ）英会話学校提供のプログラム

（p､６５へ続く）
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リーダーズ・フォーラム■

記体で書き、解説のための語句など

はブロック体で書くというように、

使い分けがなされている。年齢が若

くなるほどブロック体の使用率が高

まり、２０代ならびに30代の教員は

全員ブロック体を用いていた。さら

に20代前半の教員には板書のみな

らず自分のノートに英文を書くさい

にもブロック体を用いる者もいた。

その教員は高校のときにブロック体

で書く方が間違いにくいので有利だ

といわれ、それ以後ブロック体を使

用しているとのことである。

板書に関して、筆記体からブロッ

ク体へという大きな流れがあるとい

える。生徒の書く英語の文字を見て

も、ブロック体で書く者の方が多い

のが現状である。ちなみに、私の担

任するクラスの英語の期末考査の答

案42枚のうち筆記体で英文を書い

ているのは８枚で２割弱である。女

生徒の中には丸みを帯びた独特のブ

ロック体を書き､その字体がかわい

いという者もいるそうである。今

後、ブロック体への傾斜はますます

進むのではないかと思われる。

（初芝高校中島伸一）

めに、授業のときに板書ではいわゆ

るブロック体で書くようにした。２

年前から現在勤務している高校で英

語を教えているが、やはりクラスに

必ず数名は筆記体が読めない生徒が

いるため、板書にはブロック体を用

いている。

鍵記体の方が速く書くことが出来

るので、授業をてきぱきと進めるた

めには筆記体で板書したいとも思っ

ているのだが、私個人としては筆記

体は必ずしも生徒に押しつける必要

はないと思っている。というのは、

筆記体で書かれた英文を読む必要と

いうのはそう多いものではなく、ま

た慣れればブロック体でも相当遠く

書:くことが出来るからである。

他の人は板書のさいにはどちらで

書いているのだろうかと思い、先

日、私の勤務枝の英語教員､２０名に

尋ねてみた。その結果は、

筆記体のみで板書：７名

ブロック体で板書：１０名

両方の字体を併用：３名

であった。

なお、両方の字体を併用するさい

には、例えば教科書にある文章は筆

年からは何に日記をつければいいの

だろうと今悩んでいる。発行されな

いというのは、売れないからにちが

いない。生徒に書かせる前に、先生

方、英語で日記をつけてみません

か。そして研究社のあの『英文日

記』を復活させましょう。書く分鐘

や何十年分をも保管するスペースの

ことを考えると、私にとっては今ま

での形がいいのだが、時代にマッチ

しないというのであれば形式が変

わっても仕方がないだろう。ワープ

ロやパソコンが利用できるように、

ファイル式がいいのかもしれない。

ともかく、『英文日記』よ、蘇れ！

（愛媛県立川之江高等学校

毛利公也）

ブロック体への傾斜

私は中学校で英語を習い始めて以

来、英語を手書きするときにはいわ

ゆる筆記体で書くのが当然だと思っ

ていた。しかし４年前、ある私立中

学校で講師として２年生・３年生に

英語を教えたさい、筆記体を読むこ

とのできない生徒がクラスにいたた

ご意見をいただきたい。Internetaddress：ｔｏｎｏ

＠u-gakugei､ａｃ､ｊｐでお待ちしている。

（p､１３より続く）

ｃ）コンピューター内蔵のタスク開発プログラ
ム

ｄ）コンピューター内蔵の辞書

一般の放送を視聴して、好みの部分を自分でクリ

ップし、それをタスク開発プログラムにかけて単

語レベルを調節したり、穴埋め問題に変えて聞き

取り練習をしたりできる。またコンピューター内

蔵の辞書は練習モードを備えており、今見たばか

りのニュースの知らない単語の使い方をいろいろ

練習してみることが可能だ。

こういうイメージの中で辞書を考えるとそれは

もう単に電子辞書というよりも「総合言語学習ス

テーション」の心臓部なのである。それはコーパ

スを内蔵し、ユーザーのレベルに応じて提示内容

が変わったり、ユーザーの好みによってどんどん

進化する辞書なのである。（投野（1993)参照）

言葉に尽くせないが、以上のようなことに関し

てもっと詳しく知りたい方、議論したい方は是非
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